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　しかしその後OlofssonとGra16nの研究やR6cler　　　　　　　　　　ノ

の襯などにより灘を瀟拠理した際繊維㈱購係　　　　　考　，・β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z数のみでなく動摩擦係数もi　esであり，紡綾工程などに　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤおいて問題になるほか繊維相互間の静摩擦係数と動摩擦　　　　　　　　　　　ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
係数の差の大きなものは絹鳴りを生じ，霊の小さいもの　　　　　　　　　　　’

は柔軟な鵬をもつことなどが発表され，これらに轍　　　　　鱈＿A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
されて最近わが國においても繊維相互聞の静および動摩　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
擦係数の測箆は非常な関心が乎等たれ，いくつかの女献が　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　緒　　　雪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　繊維の摩擦については古くから多くの人により研究さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
れている力輔も先。繊網・日醐の劇察が糸轍1勿など　　　　　、・β
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）
の硬軟に関，係あるとの考’えから，Lindberg　とGra16n

の発表した撚糸法の理論をとり入れた繊維相万二關の静摩

擦係数の瀧灘ついて鮪した・、）　　、）　　　E罵

見られる。

　先に報告じた繊維相互間の摩擦測定装置を用いて，繊

維相互開の動摩擦を求める方法について検討を行つたの

でそれについて報告する。

i　F
l

；l　G

　　　　　　動摩擦係数の理論的誘導　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　Wl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　動摩擦を求める考え方を述べる前に先に報告した装麗　　　　　　　　　　　　as　1図

および静摩擦の測定について概略述ぺる。

＊僑州大学繊維学部製糸学研究室　　　　　　　　　　　　められる。
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輝礁一驚擾…一・…・……＿…．、1＞鰻1濃謙禦諜憲認驚1壕ぞ讐灘

但し牌の騰はないものとし謂弍料の断面は彫と仮　したと齢℃料蜘わつてい翻‘i荷酬の撫を瀧う崎る

定したものである。βは撚綿の言、℃1欄の腋（ラヂァ　こと圏・り礁擦が求めら1・る・

のnは撚繰で第2図の如くでiE）る。　　　　　σ：鎖の単イ帳さの照
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x：試料に有効に働く鎖の長さ（第3図参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ml：鍾の質量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F’τ：動摩擦力（一定と仮党す）

　18｛｝　　　　　　　1臼〔1　　　　　　　180

一

とすれ囎つてい・途幡・し料・・運醐卿畷で

あるから次の運動方程式が成立する。

　　－2tdeY（iJll十tJX）＝＝（σx－，nL）a－217κ・・・・・…　i－一・・…　。・（2〕

多抽とおくと

　　　　　　　　“第，翫“5n＝1・°　　一・多壽・（Ml　－f”　OX’）＝：（…一一・M・）a－…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－2ψゆ臨（堂二塾）耽2肱4x

　さて上記の場合においてW，を動かないように簡単に　　　　　　　　　　　Ml＋ax

醗し（本実験においては2本の指ではさんだ）班盛　働して

を下げ試料購劇鮒重よb　；）Xcきな幽㌍定樋の加　　一P・聯一…惣吐撚．）1吻、＋，。）＋c

わつた状態にしておく。しかる後㎎の固定をはなすと　　　故に

器鷲齢墨蹴款認瞥鞭総翻饗　1／f・P－，±v・’pa／M・9－±pmEtO－1．（．，・蜘欝；…〔鋤

くの獺の加わつた状態聯止し・燃擦の小さ暢t＝＝・tlllち滑・始めのとき（x・・xt）に・・い・は窪。な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る故〔3）より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a響k1・（Ml十σXI）一一・9Xl＋・一・一…一……・（4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矯ヒした・き（x＝　x2）・おいても窪・な徽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹解k1・（・・1＋・x・）・一一一・YX・欄…………一・個

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）一（5）を整理すると

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恥毒繭一一……・…一…一（・）

　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　（6）式より動摩擦力が計算できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撚糸部における法線方向の圧力の合計Ntotは各4つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の張力が等しいとすると

　　　rf　　　　　Nt・幽・…垂一・…一…一…・…・………（・）
　　　　ロ　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）

　　　　1　　　　　　　、　　　　　で表わされる。
　　　　a　　　　　　　に

　　　　二　　　　　　　運酬・は各部の張力は異4P　hX　axt　gと晩9の平均と

　　　　l　　　　　　　　　　　　　mtgとの平均と仮驚する。即ち

　　　　ロ㌧紬　　　　　・一世孚璽，、．＿．一＿…＿．……．（、）
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（7），　（8）より

N…　＝＝　（Ml＋触吉些）ll・・…書　　　、，『

　　　　≒（Ml－F〃－fXt吉σx2）fy・・憂一・一一……・…・…（・）菓

騰騰・一伽し…），・・）・・　　　ε

　　　　　σ（Xl－x・2）

際誰摯；1－一’…CI・）

〔1①式によりμκが計算できるが，いくつかの仮薙をして

もかくの如くかなり複雑なものとなるo

滑り幽し荷飛

W2s 静瞳擦
儘　　一　一　　一 一 一 一 一

2．54

W21く
一　薗　　一　噛　　一 一 一 一 一

2．35
静止したと

　精練絹（単繊維1劇く位の集合繊維）について一1：の方法　　　　　　　　　’　　　第4図

で測定し計算を行つた結果は　　　　　　　　　　　　　　　はり滑り肯争止する。滑りIY，し荷灘を段々小さくすると鎖

　　1．tS　＝O．　488　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の降下の【側生が次第に小さくなり静止したときの鎖側の

　　μπ錦0．403　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷重は大きくなるが第4図にみられるごとく或る所から

但し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一定になるQこの値（鎖の荷重）と錘の荷鴛との藻は動摩・

　　w…mig＝・9，　n＝＝1，・，β蕃1　　　擦力とみなされるので，・の値鱒鷹鱒鞭求めたと

なる値が得られた。大休常識的な数俄とあまりかけ離れ　　　きと同様の式へ入れることにより動鷹擦係数が計算でき

たものと思われないがμκの計算が而俸1であり実用的な　　　る。即ち上の如くして求めた動鷹擦荷璽をWamとすれ

方法とは云い難い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば動摩擦係数は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・鞭・・3・1・9－WW’9－5

　　　　　動摩擦係数の案験的求め方　　　　　　　　　　μκ罵2iti／i留一2㈱β　L・…・…∵・・…………・・⑳

　上記の如き方法で動摩擦係数を求めるのは理論の誘滋　　　で求められる。但しWl，　n，βvrk（1）式で述べたと同一で

中にいくつかの仮定を入れてあるにもかSわらず計算が　　　ある。

大変而倒になり爽用的でないので次に述べる如く実験的　　　　生糸について求めたWaκは2．35gでありttれを（11）

に動摩擦係数を求める方がよいと考えられる。　　　　　　　式に代入して動摩擦係数を求めた結果は

　生糸を試料にして検討を行つた結果について述べる。　　　　Ptfc　t＝　o・　308

前記の如く試料を装概にとりつけ（但しWt＝　1．　90g　・　であつた。

n＝＝…β一號）静麟獺（滑り始め・醐の鋤

璽の荷重）を測定した結果は2・549であり・これを（1）武　　　　荷　　　　　　　　滑咄し荷蹴

に入れて静摩擦係数を計算した結果は，　　　　　　　　　　　慮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　μ8＝O．390　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，S，

となつた。

さて錘W，を指ではさんで回定し鎖荷重側に予め静摩
2，65

擦荷重より大きい荷重を加えておきW，の固定を離した　　　　2．60

場合，静止したときの鎖荷重をみると最初の荷重が大き

い程運動の慣性が大きくなり鎖の荷重が小さい状態にな

つて静止する。即ち第4図の静摩擦より左側の如くであ

る。

　之に対し試料の鎖荷璽側の荷重を静摩擦荷重より小さ

い荷重状態におき装置に小さい衝繋を与えると試料はや　　　　　　　　　　　　　第5図
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またビス・’＝・－Xレイ・ソ㈹し集合繍ll…）について同　および非イオン活性剤（ペレテ。クスFT＃300路0，25

様の測定を行つた系1裸1灘5図の如くであり瀞摩擦の　％（純頒算）轍，5・・Cで3・頒肌棚、ノ雌した

測定の際渤始めか嚇争止する迄の距　鶴短かく，i’ff，り　ものを前記の方法で測魁ゾ、系裸聯壊の姻磁，

速度はゆるやかであり静摩擦測定の際静止したときの鎖　　　る。

側の徹は阪を示す・　　　　　　　イ旺し，・司．5，恥酪繊糸tf…と4、約2・mg／dに焔1h

撒の結果および計算嬬艮課は次の如くであつた．　う1・した．航β聯6即姻贈，部の燃醐1腱

　　賑謙2・659　’炉0・461　　　　　し獄力・ら求めた。

但。賑＝a6°91　α435 @　　β一幾聖
　　咋・・9・9，　・・1・5，嗜認

上綴灘翻撫噛脚欠。如、　　　1イa
結論することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1‘L”側”襯一

禰察を測定す・騰摩1難抗、。縄が醐台購　　　　　　1
止する迄試料が非常にけエるやかに滑るようなものは静止　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

し塒の鎖の樋を求め（・ur・・K），〔1脚・代入して琳　　　　マ…一…　　1

擦係数FtrLを求める。窪た静摩擦測建の際急激に降下す　　　　　　　　　　I　　　　　　　　h

るものは釧則の荷重を静鷹擦擬駄り小さい荷重にして　　　　　S．一一．＿　　
おいて装蔵に小衝撃を与え滑りを起させ静止したとき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の鎖の荷霜を求めこの1直が段々大きくなつて一定の値に　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

なる所（最葡を求め，この値を賑として同賦か　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tらμκを塊出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　’一■“－2虹

油剤処理繊維についての測定例　　　　　　　　　　　　　　　　　　b9

’t“X”　’一　X・アミランおよび練絹喋合繊維について　　　　　　獺図
酒摘およびS－一テル抽禺を行つたものを，それぞれアニ

オン活性剤（ロート油），カチオン活性剤（レバソープT）　　　各測定値そのものは測定本数が多くないのであ寂り騰頼

第　1　衷

繊維

ビ

ス

コ

1

ス

τ

今

v

練

細

1薬　剤lrVt
ロ　・・一ト油

レノミソPt・プT

ペレテックス

ロ・・tト油

レパソープT

ペレテックス

ロ　ー　ト油

レバソープT

ペレテックス

2．59

ユ．59

0，39

iB
2．345

29．0

2，345

29，4

2．345

30．0

［ur・・

3．89

3．　02

4，97

2．90

2．54

3の17

0．572

0．502

0．642

us

0．582

0．250

O，902

0．875

0．698

0．991

0．921

O．712

1．040

脆κ

3．82

2．98

3．46

2．72

2．42

2，56

O．510

O．452

0．495

1・・

0．558

0．229

O．423

6丁欝｝

0．633

0．704

0．718

0．612

0．681

ttS一μκ

0．024

0．　021

O，479

0．086

0．065

0．284

0．203

0。100

O．359
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できる値とは云い難いが｝全般的にみて今迄多くの研究　　　較試験などには適当と考えられるQ

者により得られた／tS，　t・tlc　lこくらべてかなり大きい億　．　終りに種々御教示を賜つた当学部釜沢講師，薬剤の提

が褐られた。この原因は　（i）滑東の鷹擦および慣性な　　　供を賜つたミーtiシ油脂株式会社および御便宜を賜つた同

無視して計塊したこと。（ii）ttS，／tπを算出した（1）式お　　　社猟野三三郎氏に感謝の意を衷する。

よび〔11）式は誠料の断而が円形の単繊維として誘滋したも　　　　本報告は昭和30年6月の繊維学会研究発喪会において

のであるが，木澗定では集合繊維をそのま家用いた。　　　発豪したものである。

（iii）多くの測宛は繊維相五二が颪i交した場合の値である

が，」・の価評行加のものであること・などによるも　　　　　丈　　献
のと考えられる。

　より確かなtxを求める為には上の（i）および（ii）を　　　1）　高木…懸郎：繊学需1赫，9288（1953）

考慮して理論1「1勺に或は実験1「1勺に補．IEすべきものと考えら　　　2）J・　LrNDBERG・N・GRA誘N：Text・Res・J・・18287

れるが，しかしR（’iderやOlofsson，　Gra16nなどの発　　　　（1948＞

表し光藥剤の系統による傾向，即ち非イオン活｛彗三剤は　　　3）　B・　OLoFssoN，　N・GRA鵬N：Text・Res・J・・20

μs火でμ8とμκの諮が大きく（綱幅りをもつ）カチオ　　　　467（1950）

ン活性剤は両者の遜が小さいことなど金く同一一であり，　　　4）　H・L・Rb’DER：J・Text・Inst・，44　T247（1953」

繊維処理油剤の比i脚済究などの場合はこのま蕪で充分目　　　5）高橋越民・越村牙it’ive’：繊機学誌，839（1955）　　・

的を逮するものと考えられる。　　　　　　　　　第一工業褥脚No・213137（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村松千秋・木フド竃夫：竹本油1階研究報告　等
　　　　　　　　　結　　書

veに酷した灘套瓶闇の灘1勲醗する蝋をそ　　　　　S。，、m。，Y
のまま用い，繊維相互閥の動鷹擦係数を求める方法を検

討した結果，爽験的に簡車に求め褥ることを見鼠した。　　　　The　kinetic　friction　of　interfibres　can　be　easily

　本方法の欠点と考えられる点としては，短繊維には応　　　measured　by　using　the　instrument　which　has

用しにくいこと，動摩擦係数を種々の摩擦速度で測定す　　　been　already　reported　by　the　author・

るわけにはゆかぬこと，・現在の武から算出した摩擦係数　　　　　工nspite　of　some　defects・｛t　seems　that　this

は集合繊維などに対しては大きめな値が繊ることなどが　　　rnethod　is　suitable　fQr　comparison　of　the　frictiona1

あげられる。しかし長繊維については試料の調製に何ら　　　properties　of　fibres　which　were　treated　by

特別の操作を要しないし測定も容易で繊維処理油剤の比　　　surface　active　agents・


